
 

  

 
 

 
 

聖霊
せいれい

降臨
こうりん

節
せつ

 第
だい

6主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

 
  

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

（黙 祷
も く と う

）AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

    133編
へん

 1節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－211「あさかぜしずかにふきて」（©JASRAC） 

聖  書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

  6 章
しょう

 25－34節
せつ

 

お 祈
いの

 り 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－361「この世
よ

はみな」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
いいんかい

） 

メッセージ   「思
おも

い悩
なや

むな！」   水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－432番
ばん

「重荷
お も に

を負
お

う者
もの

」（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

誕生者
たんじょうしゃ

祝福式
しゅくふくしき

（＊＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

      水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください） 
 

《お隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

＊＊みんなで今年度
こんねんど

6月
がつ

までにお生
う

まれの方
かた

をお祝
いわ

いいたします。 

ご遠慮
えんりょ

なさらず、どなたでもお申
もう

し出
で

ください。 

2021 年 6 月 27 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 64 巻第 13 号（通算 3241 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：15－10：30   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この希望が失望に終わることはありません。私たちに与えられた聖霊によって、 

神の愛が私たちの心に注がれているからです。（ローマの信徒への手紙 5：5） 



招
まね

きの詞
ことば

 詩編   133 編 1 節 （聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 兄弟が共に a住むことは 

 何という幸せ、何という麗
うるわ

しさ。    （脚注 a：別訳「座すのは」） 

 

聖書 マタイによる福音書 6 章 25－34 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 25「だから、言っておく。自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、

また体のことで何を着ようかと思い 煩
わずら

うな。命は食べ物よりも大切であり、

体は衣服よりも大切ではないか。26空の鳥を見なさい。種も蒔
ま

かず、刈り入れ

もせず、倉に納めもしない。だが、あなたがたの天の父は鳥を養ってくださる。

まして、あなたがたは、鳥よりも優れた者ではないか。27あなたがたのうちの

誰が、思い煩
わずら

ったからといって、寿命を b僅
わず

かでも延
の

ばすことができようか。

28 なぜ、衣服のことで思い煩
わずら

うのか。野の花がどのように育つのか、よく学

びなさい。働きもせず、紡
つむ

ぎもしない。29しかし、言っておく。栄華
え い が

を極めた

ソロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾ってはいなかった。30今日は生え

ていて、明日は炉
ろ

に投げ込まれる野の草でさえ、神はこのように装
よそお

ってくだ

さる。まして、あなたがたにはなおさらのことではないか、信仰の薄
うす

い者たち

よ。31 だから、あなたがたは、『何を食べようか』『何を飲もうか』『何を着よ

うか』と言って、思い煩
わずら

ってはならない。32 それはみな、異邦人が切に求め

ているものだ。あなたがたの天の父は、これらのものがみな、あなたがたに 

必要なことをご存じである。33まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれ

ば、これらのものはみな添
そ

えて与えられる。 

 34 だから、明日のことを思い煩
わずら

ってはならない。明日のことは明日自らが

思い煩
わずら

う。その日の c苦労は、その日だけで十分である。」 

   （脚注 b：直訳「１ぺキス」（約 45cm）、c：直訳「悪いこと」） 

  



 

《先週の礼拝より》6 月 20 日 聖霊降臨節 第 5 主日礼拝 

メッセージ「本当の安心・安全とは」より     牛田匡牧師 

聖書：マタイによる福音書 5 章 21－37 節 

 今回の聖書は、イエス様が語られた命令の言葉でした。当時、人々の間には

「律法」という掟
おきて

がありましたが、イエス様は「昔から『〇〇しなさい』と

命じられているが、しかし、私は言っておく。『〇〇してはならない』」という

形で、旧来の律法を越える新しい掟を命じられました。その内容は、例えば「人

を殺すな」というだけではなく「きょうだいに腹を立てたり、馬鹿、愚か者と

言ってはならない」というものや、「姦淫
かんいん

するな」というだけではなく「情欲

を抱
いだ

いて女を見てはならない」というような、大変厳しいものでした。しかし、

イエス様が注目していたのは、一つ一つの掟を守るか守らないか、という形式

的のことではなく、むしろ掟の本来の目的に気付いているかどうか、という点

だったように思います。私たちは、すぐに「掟を守っているか、守っていない

か」ばかりに目が行きます。しかし、それらはその時々に権力の都合の良いよ

うに変更されます。だからこそ、イエス様は「その律法が何のためにあるのか

を考えなさい」「他人を見下している限り、律法を守ったことにはならない」

と伝えられたのではないでしょうか。これらの後に続く、イエス様の命令は「自

分に敵対する相手をも大切にしなさい」（5：44）であり、また「人を裁くな」

（7：1）でした。 

 残念なことですが、私たちは自分が抑圧されているからと言って、必ずしも

隣の人に共感を持って接し、相手を大切にできるというわけではありません。

自分がやられた腹いせに、より弱い人をいじめる、ということもありますし、

無自覚のうちに誰かの足を踏み付けながら、自分を抑圧してくる相手と闘って

いることもあります。イエス様がこれらの言葉を語られた群衆たちもまた、自

分たちが小さく弱くされながらも、きょうだいに向かって「馬鹿」と言い、心

の中で他人の物を欲しがっていたのでしょう。全ては神様からの頂き物、預か

り物です。神様からの恵みによって生かされること無しには、私たちの今日の

命はありません。その原点に立ち返ることによってのみ、私たちはお互いを裁

き合う生き方から、互いに大切にし合い、共に生きる生き方へと変えられて行

くのだと思います。 

 現代を生きている私たちは、皆が加害者であると同時に被害者です。大量生

産・大量消費の 20 世紀を経て、今や地球環境そのものが悲鳴を上げています。

それぞれの人が内に抱えている傷から目を背けて、他者と自分に暴力を振るう

生き方には、本当の安心安全はありません。ですが、そこから解放されること

も私たちには許されています。神様から命を与えられ、全ての命を生かし合う、

本当の安心安全を目指した道へと、私たちは今日もイエス様と共にあって導か

れて行きます。 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 （6 月 20 日） 

 礼拝出席 大人 3 名 （中継動画再生数 19 回） 献金 大人 4,000 円 

 聖書を読む会 出席 3 名    感謝 
 

◎次週 2021 年 7 月 4 日（日）聖霊降臨節第 7 主日礼拝 

 招きの詞 テモテの手紙Ⅰ 2 章 4 節 

 聖 書 マタイによる福音書 7 章 7－12 節   

 メッセージ「親から受けたもの、子に与えるもの」牛田匡牧師 

 賛美歌 500 番、499 番、『アイオナ共同体賛美歌』「もし時間が充分にあったなら」 

  礼拝はインターネットで中継配信いたします。礼拝後に 7 月期の「教会を考える

会（役員会）」を行います。 
 

◎お知らせ 

・本日の礼拝後には、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、いこい食堂にお

届けいたします。どなたでも、どうぞご参加ください。 

・『信徒の友』6 月号「日毎の糧（6/21 欄）」に当教会が掲載され、全国からお祈りに

覚えてくださったお手紙を頂きました。掲示してありますのでご覧ください。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、大阪府には「まん延防止等重点措置」

が取られています（7 月 11 日まで）。ご自身が感染しないためにも、また他人に感

染させないためにも、そしてまた医療現場の逼迫を防ぐためにも、教会堂に集まる

形での礼拝にこだわらず、インターネットの中継配信を利用したご在宅での礼拝

など、それぞれの方が参加しやすい形で礼拝にご参加ください。教会では換気やマ

スク着用など感染予防に留意しながら礼拝をいたしますが、教会にいらっしゃる

際には、ご自身の体調にご注意いただいて、検温、手指消毒とマスク着用、お隣の

方との間隔をあけた着席をお願いいたします。「週報」や「メッセージ（全文）」は

ホームページからダウンロードしていただく 

ことができます。またご希望の方にはご自宅 

までお届けいたします。ご遠慮なくお知らせ 

ください。 

・7 月 3 日（土）9 時半から、大阪朝鮮第四初 

級学校にて、公開授業・交流会「来て見て 

知って朝鮮学校」が開催されます（主催： 

日本キリスト教団大阪教区日韓宣教協約特別 

委員会、他）。事前申込は不要で、参加費も 

無料です（カンパのお願いはあります）。 
 
◎ 次週以降の行事予定 

 会場 メッセージ 行事 

7/4 

久宝寺地区 

久宝まぶねこども園 

（新園舎・教会堂） 

牛田牧師 ユーカリスト・教会を考える会 

7/11 水谷牧師 部落解放祈りの日 

7/18 岡嶋伝道師 聖書を読む会？ 

7/25 牛田牧師 誕生者祝福式・おにぎり支援 

 
 


